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【論文内容の要旨】 
 従来、活性型ビタミン D である l,25-ジヒドロキシビタミン D3の 22 位に S 配置
で種々のアルキル基を導入すると、アゴニスト、パーシヤルアゴニスト、アンタゴニ




 22R-アルキルビタミン D 誘導体 10 種を設計・合成し、生物評価を行った結果、
５種のアンタゴニスト、４種のパーシャルアゴニスト、および１種のアゴニストを取
得した。この結果から 22 位へ R 配置でアルキル基を導入するとアンタゴニスト活性
を示す傾向があること、及びアゴニス卜活性は水酸基を有する側鎖末端の構造に依存
するという知見を得た。合成リガンドと VDR-リガンド結合領域（VDR-LBD）との
共結晶化を行った結果、アゴニスト 1 種とパーシヤルアゴニスト 1 種で共結晶の結
晶構造を解析できた。そのうち、パーシヤルアゴニストと VDR-LBD 複合体の結品
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